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通号200号記念特集！ 
2026年の現在地と未来図　〜“進化”し“深化”するがん看護〜（仮）
・がん看護の進化と制度の変遷：どこまで来たのか？
・ケア現場における“患者中心”の構造的パラドックス
・がん医療政策と看護の影響力
・ACPとケアの意思決定：希望と現実のはざまで
・多職種協働の深化と課題
・手術療法：個別化医療の時代における周術期ケアとは
・分子標的薬・免疫療法：見えない副作用に立ち向かう
・放射線治療：晩期副作用への継続支援の視点から
・外来化学療法：自己管理の教育・支援を考える
・緩和的化学療法：患者の生き方を支える意思決定支援
・サバイバーシップと看護の役割
・AYA世代・希少がんの患者と看護師の戸惑い
・認知症高齢者の意思決定：どう寄り添うか
・性・生殖機能に対する支援：語られにくいニーズ
・患者と家族の“関係性の多様化”に応じたケア
・がん看護専門看護師・認定看護師・特定行為研修修了者の活躍
・研究と実践のギャップ：知識は現場に届いているか？
・人材育成と継承困難：次世代をどう育てるか
・テクノロジーと“看る力”：AIは何を補い，何を奪うか
・がん看護の社会的役割：医療職から“支援職”へ

〈特別寄稿〉
未来のがん看護実践について考えること
〈新連載〉
HERE WITH YOU　～言葉で紡ぐマギーズ東京の日々～
〈今月の症例〉
終末期がん患者の全身的苦痛からニーズを捉えた支援　～伴走者としての看護師の「覚悟」～
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